
 

 

領収証に関する注意事項 

 

1.  宛名は、「名城大学大学祭実行委員会」にし、業者の社印の捺印および日付が明記さ

れているか確認してください。ただし、業者の社印が黒色の場合は担当者の赤印が必要

となります。 

 

2.  但し書きは必ず購入品の内訳を記入してください。 

 但し書きで「品代」や「事務用品代」等、購入品の詳細がわからないものについては

援助ができません。但し書きが書ききれない場合は表面の余白を使っても構いません。 

 

3.  購入品の明細が分かるレシートを必ず領収証とセットにして提出してください。 

 レシートそのものがもらえない場合はコピーをとらせてもらい、コピーも無理な場

合は購入品すべての単価と個数、そして合計金額のメモを領収証にクリップでとめて

提出してください。(ホッチキスやセロハンテープでとめないでください。) 

 

4.  領収証は感熱紙ではなく普通紙を使用して下さい。感熱紙は原則受け付けません。

普通紙の領収証がない場合のみ感熱紙でも構いません。 

 

5.  修正液、修正テープが使用してあるもの等、訂正されているものは受け付けません。

また訂正印が押されていても受け付けませんのでご注意ください。 

 

6.  ￥54,000(税込)以上購入した場合は、収入印紙が必要となりますので、必ず添付し、

収入印紙に押印してあるか確認してください。 

 

7.  受付が可能な領収証の日付は、平成 30 年 8 月 1 日(水)～平成 30 年 11月 3 日(土)と

します。 

 

裏面に領収書の記入例を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

学術企画 



 

名城大学大学祭実行委員会 

領収証記入例 

 

領収書の例 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レシートの例 


